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企業会計の予算は２本立て

経常的
経費

投資的
経費

市税

市債
補助金

繰越金

水道料金

企業債
補助金
納付金
負担金 等

人件費
受水費

減価償却費
等

建設改良費
元金償還金

例）水道事業会計
支出 収入

収益的
収支

資本的
収支

一般会計
歳出 歳入

毎年度のサービス
に係る予算

インフラの整備
に係る予算
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予算の仕組み



水道料金

純利益

人件費
受水費

等

※減価償却費

収益的収支

経営活動の予定目標を明示
➡損益計算書に相当（損益取引）

収入:サービスの対価
支出:サービスの提供に係る経費

通常 支出＜収入
この収益的収支は通常，支出より収入が多く
なるよう設定される。
➡利益及び現金支出を伴わない経費は自己
資金として内部留保される。（現金等の裏付
けあり）

支出 収入

費用 収益

※【減価償却費】
固定資産（配水管，水源地施設
等）の価値減耗を耐用年数に応じて
費用化したもの。現金支出を伴わない
経費

内部留保
資金

資本的収支
不足額の補填
財源となる
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企業債
補助金

建設改良費

元金償還金

資本的収支
支出 収入

不足額

インフラ整備の予定を明示
➡貸借対照表の増減（資本取引）

収入:インフラ整備に要する資金
支出:整備費や償還金等

通常 支出＞収入
この資本的収支は通常，収入より支出が大き
く上回り収入不足となる。
➡不足する額は，内部留保資金で補填する。

固定
資産

＋1年度

＋2年度

＋3年度

減価償却費

当年度末
貸借対照表

翌年度以降
収益的支出

…

支出の効果が複数年にわたるものを翌
年度以降，収益的支出に配分

法定耐用年数
に応じて費用化
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予算の仕組み



支出 収入

純利益

水道料金

納付金
負担金
補助金 等

人件費
受水費

等

減価償却費

建設改良費

元金償還金

補填
財源

内部留保資金収益的収支
（３条予算）

資本的収支
（４条予算）

9177

43 8

35

内は水道事業の令和4年度予算
（億円）での例

適正な利益の確保が必要

施設を正常に稼働し，安定的に水道水を供給をするためには，
適切な料金設定のもと，一定の黒字を継続する必要がある。

固定資産に振替後
翌年度以降，費用化

収益費用

4

期首
残高

期末
残高

発生額

使用額

予算の仕組み

※水道事業では企業債借入
の計上なし



業務予定量
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29決算 元決算 2決算 3予算 4予算

万戸 給水戸数 ℓ

一日一戸当たり給水量

4,095 4,111 

4,236 4,225 

4,289 

3,847 3,841 

3,985 
3,947 

4,057 
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3,700

3,800
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4,000
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30決算 元決算 2決算 3予算 4予算

万㎥ 年間給水量（▧ 年間有収水量 ※）

令和4年度 水道事業予算

※ 有収水量:料金徴収の対象となった水量
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給水戸数 増
一戸当たりの使用量 横ばい

➡ 年間給水量 有収水量は伸びる



予算額

款 4年度
A

３年度
B

増減額
C（A－B）

伸率（％）

C／B

水道事業

収益 90.9 92.2 ▲1.3 ▲1.4

水道事業

費用 76.5 75.2 1.3 1.7

差引
（参考）

14.4 17.0 ▲2.6 ▲15.3

収益的収支
（単位:億円）

令和4年度 水道事業予算

６

資本的収支
（単位:億円）

款 4年度
A

3年度
B

増減額
C（A－B）

伸率（％）

C／B

資本的

収入 7.8 8.4 ▲0.6 ▲7.1

資本的

支出 43.0 57.8 ▲14.8 ▲25.6

差引 ▲35.2 ▲49.4 14.2 ▲28.7

下水道事業からの受託収益が減少
修繕費，資産減耗費が増加

建設改良費が減



主要事業
‣老朽管の更新・耐震化

（水道工務課） 約18億5千万円
更新延⾧ 11.7km

７

令和4年度 水道事業予算

‣水道部庁舎再整備（継続費）

（総務課） 約2億円
令和元 ２ ３ 4 総額

14.9 15.１ 5.6 2.0 37.6



主要事業
‣新規管路の整備・拡充
（水道工務課） 約2億6千万円

4年度予算 ３年度予算

新設管布設
事業 1.4㎞

1.2億円
1.5㎞
1.6億円

北部地域区
画整理区域
内整備事業

2.5㎞
1.4億円

3.2㎞
1.7億円

８

令和4年度 水道事業予算

‣老朽設備の更新
（施設管理課） 約9億2千万円
第六水源地監視制御装置及び管網処理

装置更新工事 ほか



主要事業
‣危機管理体制の強化
(総務課，給排水課ほか) 約5千万円
災害対応支援車両購入，中型免許教習，

防災用備消品等

９

令和4年度水道事業予算

‣水源地施設の耐震化
（施設管理課） 約１億9千万円
第三水源地受水井更新工事 ほか



財務状況
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平成１２年度以降，
黒字経営が続く。

※ 令和3年度は予算満額執行後の値

当年度純利益

令和4年度 水道事業予算

1０

平成２７年度以降，
企業債の新規借入れなし。



業務予定量
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万㎥ 年間汚水量（▧ 年間有収水量 ※）

令和4年度 下水道事業予算

※ 有収水量:料金徴収の対象となった水量

1１

水洗化人口 増
一日平均有収水量 増

➡ 年間汚水量は増加傾向



予算額

款 4年度
A

3年度
B

増減額
C（A－B）

伸率（％）

C／B

下水道事業

収益 105.1 104.9 0.2 0.2

下水道事業

費用 100.4 102.2 ▲1.8 ▲2.2

差引
（参考）

4.7 2.7 2.2 14.9

収益的収支
（単位:億円）

令和4年度 下水道事業予算

1２

資本的収支
（単位:億円）

款 4年度
A

3年度
B

増減額
C（A－B）

伸率（％）

C／B

資本的

収入 43.5 43.5 0.0 0.0

資本的

支出 63.1 59.7 3.4 5.7

差引 ▲19.6 ▲16.2 ▲3.4 ▲20.9

企業債利息の減少 建設改良費の増



主要事業
‣雨水関連整備 （浸水対策）

（経営企画課・下水道工務課）
約9億9千万円

大堀川右岸第7号-２雨水幹線工事
（平成28～令和４年度継続費）
北部地域区画整理区域内整備事業などを計上

1３

令和4年度 下水道事業予算

‣ 汚水関連整備（未普及等）

（経営企画課・下水道工務課）
約13億2千万円

北部地域区画整理区域内整備事業と既成市街地
を合わせ約18.4haの整備費などを計上



主要事業

1４

令和4年度 下水道事業予算

‣老朽化対策

（下水道工務課） 約5億2千万円

包括的民間委託による公共下水道管路施設予
防保全型維持管理（改築）
（平成30～令和4年度継続）

下水道管路改築事業費

‣流域下水道整備

（経営企画課） 約3億円

手賀沼及び江戸川左岸流域下水道整備



財務状況
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億円 企業債残高（－新規借入）

毎年度，利益を計上しているが
一方，一般会計繰入金に頼
ったまま

※ 令和3年度は予算満額執行後の値

当年度純利益

令和4年度 下水道事業予算

1５

・企業債残高は減少
・事業に合わせ新規借入れを
行っている


